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本論文は，こうした状況を踏んで， r孫子j r呉子j 等の伝存の文献に加えて，これら新出土資料をも積極的に取り
上げることにより，中国古代軍事思想史の記述を試みるものである。








































































←)について言えば， r呉子J には儒家系思想、， r孫子J r孫旗兵法J r尉練子』には法家系思想、， r司馬法J r明君』に
は儒・法両系思想、があることを明らかにし，周末から秦・漢にかけての思想史における儒・法両思想、の対立と折衷と
の展開を軍事思想史の中にも見出し，それを中国思想史全体の中に位置づけることに成功しており，本論文の根幹を
なしている。
その際，いわゆる睡虎地秦簡(竹簡)，銀雀山漢簡(竹簡)，馬王堆吊書等，一九七二年から一九七五年代にかけて
発掘された新出土資料の文献的価値に限定的評価を加えつつ，それを駆使し，文献成立時期の比定をはじめとして，
秦漢思想史における思想的空白の補填，諸資料との関連等について，説得力ある論証を行なっている。新出土資料の
読解は困難であるが，論者は，今日の学界の最高水準の研究成果を挙げている。
仁)について言えば，中国古代神話学研究に対して独創的な見解を提出している。即ち，中国古代神話の量が少ない
理由について，従来，中国人は人間中心であったとするのが通説であった。しかし，近年，例えば漢字の語源研究な
どを通じての民俗学的研究が進展する中で，そのような通説は崩壊しつつあるが，本論文は，独自の立場から通説を
結果的に否定している。即ち，軍事思想の中で絶えず、登場する戦争神(加護の神また暴挙の神の二つの性格を有して
いるので「軍神J という語を避けた)の蛍尤を例にして，貴尤像がどのように変容していったのかということを，資
料的に完壁に追跡し，古代神話が，歴史の事実へとどのように化してゆき，ついには現実の悪人として庇められてい
ったかという経緯を明らかにしている。
貴尤のこの変容例(神の中身ではなくて，神から人への変容)は，神話における特殊例ではなくて，その変容過程
に一般化できる要素を含んでおり，将来，神話の変移に関して考察する際，同様の類型を見出しうる可能性を示して
いる。即ち，古代神話の数が少ないのは，神話として作られたものが少ないと言うのではなくて，古代神話が歴史化
され消えていったからではないかという可能性を提供しており，中国古代神話研究に対して，軍事思想研究の立場か
ら新しい見解を提出している。
と三)について言えば，周末戦国期より秦漢帝国成立を経た軍事思想、における「称」の立場は，平和な統治期となった
漢代に至ると，四時・陰陽等の天道の運行に政権の正当性を認める春秋公羊学・董仲静らの「権」の立場へと展開し
ていったことを論証する。その発展として，中国独特の陰陽思想、に基づくところの陽(文)と陰(武)という文武観に至っ
たことを明らかにする中で，中国的文武観としてその後の軍事思想を大きく方向づけたとする見解の提示に至ってい
る。
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本論文は，論題の趣旨や性格上，漢代以後については触れていないが，こうした文武観が，後世に登場して中国社
会の根核となる科挙制度が文挙・武挙の二本立てであり，しかも文挙が武挙に対して優位に立ち，文官優位の政治思
想、に基づくことへとつながっていく方向をすでに含んでいたことを的確に示唆して十分である。更に言えば，文(徳)と
武(兵)との両者の関係について，いくつかの類型を作り，漢代以後の文武観検討の際の指標とすることができるであろ
つ。
以上のように，従来，周末秦漢期において登場した兵書のほとんどが，まさに単立的な軍事指揮書あるいは軍事技
術書として位置づけられてきたにすぎず，思想としてほとんど論究されることがなかったことに対して，本論文は，
中国古代の諸兵書を周末秦漢期の思想、史の展開の中に位置づけることに成功し，その結果，従来の周末秦漢思想史を
より豊富な内容とする業績を挙げている。そしてその際，難解な新出土資料を駆使した力量は研究論文として学界第
一線の水準にあることを遺憾なく示している。
もっとも，本論文にいくつかの問題点がないわけではない。周末戦国期の戦争は，近現代における主権国家間の武
力闘争としての戦争ではなく， I兵」ということばが示すように，武器・兵士・軍隊に始まり，諸侯問の国家的武力闘
争に至るまで多様である。その点を論者はあらかじめ断つてはいるが，兵書の各関係資料について，分別を更に詳し
くすることによって，論究がより精密となるであろうし，軍事思想のみならず，当時の軍事的技術や現実の戦争と軍
事思想との相関についても考究を深めれば，より一層，その思想的意味を闇明にすることができるであろう。また，
『大戴礼記』用兵篇を対象とする一章が置かれているならば，更に他の経書についても検討を試みるべきであるが，そ
うなれば軍事思想史というテーマを遥かに越え経学研究ともなるため，将来のテーマとして期待すべきであろう。
なお，所定の学力確認試験は合格した。
本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位に十分に値すると認定する。
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